
 

 

 

 

高齢者と降圧薬 

 昨今、外来・入院問わず当院に来られる年齢の高い患者さんの持参薬を確認すると

大半の方が Ca拮抗薬や ARBなどの何らかの降圧薬を服用されています。 

 そこで、今回は「高齢者と降圧薬」というテーマに目を向けていきたいと思います。 

 

●高齢者への降圧薬の使い方 

 高齢者高血圧診療ガイドライン 2017 では、Ca拮抗薬、アンギオテンシンⅡ受容体拮

抗薬（ARB）、アンギオテンシン変換酵素（ACE）阻害薬、サイアザイド系利尿薬が高齢

者の高血圧治療薬における第一選択薬、または 2 剤目以降の降圧薬としても推奨され

ています。主な降圧薬の特徴と注意事項を表１に示す。 

 

表 1 高齢者に使用される主な降圧薬の特徴と注意事項 

 
●高齢者における降圧治療の注意点 

 高齢者に対しての降圧薬治療を導入する際は、転倒とそれに伴う骨折リスクに注意が

必要である。特に降圧薬処方初期では、そのリスクが高くなる。この骨折リスクは、起立

性低血圧や多剤併用（ポリファーマシー）で上昇する。ポリファーマシーとは、服用薬剤５

～６種類以上と定義されており、高齢者が陥りやすい状態である。そこで、表２に主な降

圧薬とその他の薬剤の相互作用について示す。 
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表２ 主な降圧薬と多剤との相互作用 

 

●高齢者の血圧管理 

 日本高血圧学会が定める高血圧治療ガイドライン 2014 および高齢者高血圧診療ガ

イドライン 2017では、表３に示す血圧管理目標値を掲げている。 

表３ 高齢者における血圧管理目標値 
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